
あたりまえの風景に

あたりまえの生き物に

あたらしいときめきがある！
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【秋というよりは春】 

暖かい日が続くなか、訪れた大柏川には

秋というよりも春の景観が広がっていま

した。前回訪れた時に行なわれていた草刈

りのおかげで枯れ草がきれいに払われた

土手は、瑞々しい緑で覆われていました。

よく見るとヨモギやヒメオドリコソウ、ホ

トケノザ、ギシギシなど「春の野草」と位

置づけられている植物ばかりでした。日当

たりが良く風も当たらないので、成長もい

いのでしょう。ホトケノザはきれいなピン

ク色の花を咲かせていました。野草には、

季節に関わらず環境が整えば花を咲かせ

る、そういうたくましさを持つ種類もある

ようです。 

川の水は夏にくらべると澄んでいまし

た。群生するカナダモが流れにあわせて揺

れているさまを眺めていると、淡水魚のモ

ツゴ（クチボソ）が飛び跳ねました。護岸

の片隅に隠れた姿を見ると、わりと大きな

モツゴでした。水草の中には、たくさんの

小魚が隠れているのかもしれません。 

ひと冬を過ごすために北国から飛来す

るコガモは数が増

えていました。ハク

セキレイやコサギ、

カルガモもいまし

た。枯れ草が払われ

たので、茂みに隠れ

る小鳥の声はほと

んど聞こえません

でした。 

同じ場所を何度か訪れる 

大 柏 川 
11月28日 

ホトケノザの花 

草に覆われた土手 夏よりは澄んだ水が流れていた 
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【人馴れしたユリカモメ】 

武蔵野線の上流側ではほとんど見かけ

なかったユリカモメは、下流側に行くと急

に数多く見られるようになりました。橋の

欄干に一列に並んでいたユリカモメは、近

づいても逃げません。至近距離での撮影も

できるくらい人馴れしていました。多分そ

うだろうと思っていたら、やはり餌をやっ

ている人がいました。 

自分が投げた餌を野鳥が食べてくれる

とうれしいものです。ですが、その結果た

くさんのユリカモメが集結することにな

ります。何本もの電柱の上で、ユリカモメ

が数羽ずつ休んでいました。それらが落と

すフンは、歩道を汚すことになります。餌

をやった人が立ち去った後に不都合が生

じて別の人が迷惑します。 

武蔵野線の下流側では、川の中にヒメガ

マが茂った場所が何ヶ所もあります。一部

にはヒメガマを刈り取って島のようにな

った場所もあり、そこにはコガモが何羽も

上陸していました。身を隠すのにも餌を探

すのにも適しているようでした。大きなヒ

メガマの茂みからは、スズメのにぎやかな

声も聞こえてきました。上流側の瑞々しい

草が生えた土手では見かけなかった鳥た

ちが、枯れ草が茂った下流側で多く見られ

たことは、いろいろと考えさせられます。

人間にとって気持ちのいい川の姿と、野鳥

にとって気持ちのいい川の姿が一致して

いないのです。鳥に餌をやっても問題があ

り、土手をきれいにしても問題がある。人

が多く暮らす市街地における自然のあり

方は、いつも何かしらの不都合を抱えてい

ます。 

数人の若者が川の両側に集まっていま

した。しばらくすると、人目を避けるよう

にしながら川にむけて「パチンコ」をはな

っていました。幸いこの時は鳥に命中しな

かったようですが、いわゆる「矢ガモ」騒

動にも通じる行為です。かつては石つぶて

を投げる相手として野鳥があった時代も

ありましたが、若者たちの行為は「捕まえ

て食べる」ためではない、単なる虐待です。 

町に野鳥が戻ってきて人間と至近距離

で暮らすようになり、いろいろな問題が生

まれています。秋の大柏川を歩いて、さま

ざまなことを目撃しました。 

欄干に並んだユリカモメ 電柱で休むユリカモメ 
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キク科の花は、小さな花が集まって、ひと

つの大きな花の形を構成するという特徴が

あります。マーガレットの花は、そういうキ

ク科の花の特徴をよく備えています。真ん中

の黄色い部分を拡大すると、小さな単位がは

っきり見えます。下の写真では、中央部分が

「つぼみ」で、その周囲が「咲いている花」

になります。この小さな単位に花の部品がそ

ろっているので、部品ごとに実になりタネが

できます。タンポポの綿毛を思い浮かべると

わかりやすいです。 

花の断面の写真（右下の小さな写真）には、

筒状のひとつひとつの花と、その根元の実に

なる部分が写っています。小さな花は、半球

状の土台の表面にきれいにならんでいます。 

周囲の「花びら」も一枚一枚がひとつの花

です。花びらの根元が筒状になっていて、そ

こに花の部品が入っています。 

花屋の花を観察する 

マーガレット 
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くすのきのあるバス通りから №103  

 

 

 

  

中E

なか

AAE国分E

こくぶん

A・中国分スポーツ広場のムクロジ 

ムクロジは林の中よりは、人里近くで

見られる高木です。市内ではあまり見ら

れません。スポーツ広場の駐車場にムク

ロジを見にゆくと、ちょうどアスファル

トの上に落ちた実を拾うことができまし

た。半透明の飴色の外皮が美しいので、

見つけるとうれしくなります。手芸の材

料に、わざわざ拾いに来る人もいるそう

です。垣根の間から、黄葉した葉が見え

たのでよく見ると、何本も若木が生えて

いました。わずかな土の上にうまく落ち

た実のいくつかは、こうして芽生えるこ

とができたのでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 今年は八幡周辺でキチョウをよく見か

けました。秋になっても気温が高く、紅

葉が遅れている気がします。12月に入っ

て葛飾八幡のイチョウは少し緑が残った

黄色になりました。近くのお宅の庭では

二階の窓に届く高さの皇帝ダリアの花が

咲いています。大きなエノキに数羽のシ

ジュウカラがいました。葉は黄色く、小

さな実がたくさんついていました。我が 

 

家の庭にスズメが２羽おりてきました。

ネコジャラシの実を食べに来たと思いそ

っと見ると、枯れたシソの茎につかまり

実を食べていました。ジョウビタキのオ

スもやって来て、尾羽を上下に振る姿を

間近で見ることができました。ゴーヤ、

オシロイバナ、アサガオがまだ小さい花

を咲かせています。霜が降りるまでは頑

張るのかな。 

（M.M.） 

秋秋 のの 風風 景景  

△ムクロジの木 

白丸の中はムクロジの丸い実、大きさは２㎝ぐらい。 

飴色の外皮はかつて石けんの代用とした。 

中に１個入っている真っ黒の硬い種は羽根つきの玉に利用。 

矢印は垣根の間に生えているムクロジの若木。 
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ヌカエビは、小型のエビで淡水に生息します。博物館では、別に海水に生息する

ユビナガスジエビも飼育していますが、いずれも体が透き通っていてきれいな生き

物です。展示室のヌカエビは、長田谷津（自然観察園）から網ですくってきて飼育

ケースで飼っています。すくった中に卵を抱えたエビがいて、そのままにしておい

たらいつのまにか卵がなくなり、いつのまにか小さな子エビが飼育ケースの壁には

りついていました。いつの間にかミジンコも泳いでいました。 

抱卵していたのでケースを丸洗いすることをせず、水だけ少しずつ取り替えるよ

うにしたのがよかったようです。水族館のような専門の施設ではないので、抱卵し

たエビを人為的にコントロールして卵を育てることまではできません。ケースを「放

っておく」ことで自然のなりゆきにまかせました。 

子エビ（写真矢印）は順調に大きくなり、親エビは再び抱卵しました（写真矢印）。

すごい繁殖力ですが、こうやって数を増やして、自然界では餌となって生態系を支

えています。強い繁殖力を持ちながら「強い捕食者」ではないことがアメリカザリ

ガニとの大きな相違点と言えるでしょう。 

 
 
No.05 

ヌ
カ
エ
ビ 

小
さ
な
透
明
な
エ
ビ
の
抱
卵 
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◆長田谷津より 

・ハグロトンボが今年は多く見られます

(9/5)。ふだんはユラリと飛んでいま

すが、縄張争い？の時は２匹がかなり

のスピードで追い合いをしていました。 

・ツリバナの実が見事に割れて赤い種子

が顔を出していました(9/27)。例年青

い実はつくものの、その後黒くなって

枯れてしまうのに、今年は１本だけで

すが、木全体で実が熟しました。 

・ジムグリは目撃されにくいヘビで、ず

いぶん見かけませんでした。この日は

斜面林をのんびりと進んでいる場面に

出会うことができました(10/4)。 

・小学生との自然観察の時に小さなクサ

ガメが見つかりました(10/21)。毎年

ある程度の数が長田谷津で誕生してい

るようです。 

・今年はエゴノキの実がよくできていま

す(10/21)。ヤマガラのエゴノキ集め

は最盛期のようでした。 

◆大町より 

・博物館の屋根にフクロウが止まってい

ました(9/11)。音もなく飛び立って、

隣の建物のアンテナに移りました。暗

い中でも、大きな体のシルエットはよ

く見えました。 

以上 金子謙一(自然博物館) 

・少年自然の家プラネタドームのすぐ上

をサシバが通り抜けました(9/30)。帆

翔を始めてゆっくりと上昇しました。

その後もう一羽加わりました。青空の

下、ゆったりとした風景でした。 

宮橋美弥子(自然博物館)  

◆中国分より 

・外環道路工事で行き止まりになった道

の斜面にヨメナとタイアザミが、そし

て中国分小下の斜面に赤いゲンノショ

ウコが咲いていました(10/10)。 

谷口敏子さん(北国分在住) 

◆市営霊園より 

・秋に黄色い花を群生するヤクシソウを

見ました(10/16)。秋の野道を歩けば

必ず見られたものですが、野道すらな

い近年は、すっかり見なくなりました。 

◆坂川旧河口より 

・フジバカマがちょうど見ごろでした

(9/20)。花とつぼみが混じっていてき

れいでした。株は少し減りましたが、

新しい場所への移動もみられました。 

◆江戸川放水路より 

・低水敷と高水敷の境界のところに、何

本もエノキが生えています。それぞれ

に実がたくさんついていて、ムクドリ

の群れがむさぼりながら移動していき

ました(9/4)。きっと糞でタネを落と

すので、加速度的にエノキが増えてゆ

くでしょう。 

・トビハゼ稚魚調査をしました(10/23)。

雲が厚くて陽射しが少なくひんやりと

した干潟には少ししかいませんでした。 

以上 金子謙一 

 

９月10日は２つの台風の影響で、大雨に

なりました。市内では避難勧告(河川、

土砂災害)・避難指示(土砂災害)が発令

され、行徳可動堰が全開しました。連休

からは秋らしい好天が続きました。 
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行 事 案 内 
  

 

長田谷津 散 策 会   お申し込みの必要はありません（雨天中止）。 
毎月１回、長田谷津(大町自然観察園)の四季折々の風景を楽しみます。 

・日 時   １月９日㊏、２月６日㊏、３月５日㊏、 

 午前10時～11時30分  

・集合場所  動物園券売所前 午前10時 

 

 自 然 講 座   お申し込みの必要はありません。 
自然の話題を紹介する、室内講座です。 

・会 場  八幡市民談話室（国道14号線本八幡駅前交差点角） 

・時 間  午後６時～８時 

   日にち          テーマ            担 当     

１月16日㊏   市川市域自然の特徴 植物編   金 子 謙 一 

23日㊏       〃     動物編    〃 

     30日㊏   『街かど自然探訪』を取材して   宮橋美弥子 

 

 

長長 田田 谷谷 津津 ボボラランンテティィアア    
  

湿地の環境整備  をお手伝いしてくださいませんか。    （雨天中止） 

・日 時   12月20日㊐、１月31日㊐、２月28日㊐、午前10時～12時  

・集合場所  観賞植物園入り口 午前10時 

・はじめて参加される方は…湿地の中に入る作業もあります。作業内容や身支度、駐車場など

についてご案内いたしますので、ご面倒でもまずは博物館にお電話

でお問い合わせください。 

 

 

野 草 名 札 付 けをお手伝いしてくださいませんか。  (申し込み不要・雨天中止) 
 

・日 時  ３月６日㊐、(12月～２月はお休み) 午前10時～12時 

・集合場所 観賞植物園入り口 午前10時 

・自家用車をご利用の場合は、 

博物館までお電話でお問い合わせください。 
第27巻 第５号 (通巻第161号) 

平成27年12月15日 発行 

編集・発行⁄市立市川自然博物館 

    (市川市教育委員会生涯学習部) 

〒272-0801千葉県市川市大町284番地 

☎047(339)0477 
http://www.city.ichikawa.chiba.jp/shisetsu /haku/ 

 年末は 12 月 27 日㊐まで 

年始は １月３日㊐より 

開館いたします 

http://www.city.ichikawa.chiba.jp/shisetu

